
　

皆
さ
ん
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
国
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
何
千
年
も
の
昔
か
ら

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
人
々

が
行
き
交
い
、
現
在
で
も
建
物
、
伝
統
工
芸
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
往
時
の
東
西
交
流
の

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
土
の
８
割
が
砂
漠
に
覆
わ
れ
、
非
常
に

乾
燥
し
た
気
候
帯
に
あ
る
同
国
で
は
、
旧
ソ

連
時
代
に
氷
河
を
水
源
と
す
る
河
川
を
利
用

し
た
大
規
模
な
農
地
開
発
に
よ
り
、
土
地
の

塩
害
の
ほ
か
、
無
理
な
灌
漑
で
河
川
の
水
量

が
大
幅
に
減
少
し
た
結
果
、
そ
れ
ら
が
流
入

す
る
ア
ラ
ル
海
が
急
激
に
縮
小
す
る
な
ど
の

環
境
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

写真 　  標高が高い地域の森林

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で

Uzbekistan
海外・現場最前線
からの便りからの便り

シリーズ
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ウズベキスタン林野庁　森林政策アドバイザー
ＪＩＣＡ専門家 武田祐介

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
乾
燥
し
た
環
境
で
最
も
広
い

面
積
を
占
め
る
の
が
、

砂
漠
に
生
え
る
極
め
て

乾
燥
と
塩
分
に
強
い

サ
ク
サ
ウ
ー
ル
な
ど
の
低
木
か
ら
な
る
疎
林

で
す
。
そ
の
ほ
か
東
部
の
山
岳
地
帯
で
は
、

２
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
高
地
に
は
ビ
ャ
ク
シ

ン
属
の
樹
林
が
有
り
ま
す
が
、
樹
高
が
低
く

多
く
は
疎
林
で
す
。
標
高
２
０
０
０
ｍ
以
下

の
山
腹
や
丘
陵
地
に
は
ピ
ス
タ
チ
オ
や
ア
ー

モ
ン
ド
の
木
、
ナ
ラ
、
ニ
レ
、
カ
エ
デ
な
ど

が
生
え
ま
す
が
、
放
牧
や
牧
草
、
薪
炭
材
採

取
に
よ
り
樹
木
の
あ
る
場
所
は
極
め
て
限
ら

れ
、ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
草
地
、裸
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
か
ら
は
、
大
統
領
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
５
年
間
で
全
国
に
10
億
本

の
木
を
植
え
、
ま
た
乾
燥
が
進
む
ア
ラ
ル
海

地
域
に
お
い
て
２
６
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑

化
を
行
う
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
大
々
的

な
植
林
・
緑
化
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
乾
燥
や
塩
害
な
ど
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
森
林

か
ん
が
い

142023.11 No.200林野



写真 　 貝殻が散らばる旧アラル海底の植林作業写真 　 ピスタチオ・アーモンド林の調査 34

写真 　 森林科学研究所での桑の接木研修5

厳
し
い
環
境
の
中
で
緑
化
を
成
功
さ
せ
る
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
植
林
の
成
果
が

実
る
に
は
課
題
も
少
な
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

写真 　  ウズベキスタン林野庁での会議6

　
「
森
林
」
と
い
う
言
葉
は
同
じ
で
も
、
砂

漠
に
森
林
が
あ
っ
た
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

林
野
庁
地
方
組
織
の
主
な
収
入
源
が
牧
畜
や

養
蜂
、
薬
草
の
販
売
で
あ
る
こ
の
国
で
、
こ

の
国
の
「
森
林
」
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を

考
え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
「
森
林
」

の
た
め
に

　

私
は
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
１
月
か

ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
家
森
林
委
員
会
（
組

織
改
革
に
よ
り
今
年
か
ら
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
環

境
保
護
・
気
候
変
動
省
の
林
野
庁
）
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
森
林
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
森
林
関
係
で

派
遣
さ
れ
た
専
門
家
は
私
が
初
め
て
な
の

で
、
各
地
に
出
張
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

森
林
、
森
林
管
理
や
政
策
を
把
握
し
な
が
ら

森
林
政
策
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
日
本
や
他

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
林
野
庁

の
開
催
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
日
本

の
砂
漠
化
防
止
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
養
蚕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
力
し

て
、
蚕
糸
研
究
所
や
森
林
科
学
研
究
所
職
員

等
に
対
し
て
日
本
独
特
の
桑
の
接
木
技
術
の

研
修
を
実
施
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
日
本
の

製
薬
会
社
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
林
野
庁
の
薬

用
植
物
生
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
、
紹

介
す
る
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
業
務
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